
庁議の概要  
 

開催日時：令和８年８月４日（火） 

 
◎項目  
１　令和８年熊本地震に係る被災地支援【危機管理部】  
２　今週の動き【各部局等】  
 
◎内容  
１　令和８年熊本地震に係る被災地支援 

　○危機管理部長  
　令和８年熊本地震に係る高知県の被災地支援の状況を共有する。 

　令和８年８月３日時点の情報で、高知県の人的支援は予定を含め合計 76

名。 

　まず、現地災害対策本部の連絡員として、７月 29 日から熊本県庁に３名を

派遣、現在は第２陣の３名が情報収集や国や関係県との調整を行っている。 

　次に、総務省からの要請に基づく対口支援として、７月 31 日から氷川中学

校に、第１陣として３名の県職員と２名の高知市職員を派遣し、避難所の運

営支援を行っている。 

　医療関係では、７月 30 日から８病院８チーム 36 名、８月２日からは５病

院５チーム 24 名からなる災害派遣医療チーム（DMAT）を熊本市などに派遣

し、病院支援を行っている。 

　あわせて、DMAT コーディネーションチーム隊員として、７月 30 日から熊本

市に田野病院の１名を派遣している。 

　また、災害派遣精神医療チーム（DPAT）として、８月６日から熊本市に４

名を派遣している。 

　その他の支援として、８月４日から、四国銀行や高知銀行の窓口等で高知

県としての義援金の受付を開始した。 

　県警関係では、広域緊急援助隊交通部隊として７月 31 日から 10 名、被災

者支援部隊として７月 31 日から６名、特別自動車警ら部隊として８月１日か

ら４名を派遣している。 

　県内市町村関係では、高知市が給水支援として、７月 30 日から宇城市に職

員４名、給水車１台とサポートカー１台を派遣している。 

　須崎市は人的支援として、８月３日から熊本市に３名を派遣し、避難所で

の健康管理などに当たっている。また、物資支援としてミネラルウォーター

を配送するとともに、給水支援も８月２日から宇土市で３名が行なってい



る。 

　四万十市は物資支援や給水支援のほか、八代市の代理として支援寄付金を

受け付けると共に、募金箱も設置している。 

　その他、義援金や寄付の受付が、土佐市のほか、宿毛市、土佐清水市、芸

西村、四万十町、大月町で行われている。 

　今後も国や全国知事会を通じた追加支援要請が見込まれるため、各部局へ

は継続的な協力をお願いする。  
 
２　今週の動き【各部局等】 

　　資料に基づき、各部局等から説明があった。


